
　
平
成
28
年
６
月
４
日
に
開
催
さ
れ
た

鳥
取
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
総
会

で
承
認
を
い
た
だ
き
、
平
成
28
年
度
の

県
高
Ｐ
連
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
鳥
取
西
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
の
勢
川
洋
之
で
す
。
副
会
長
を
始

め
と
す
る
役
員
の
皆
様
、
事
務
局
は
も

と
よ
り
、
各
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
と
当

連
合
会
運
営
の
方
向
性
を
確
認
し
な
が

ら
進
め
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
当
連
合
会
は
、
県
内
各
高
等
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
相
互
の
緊
密
な
連
携
協
調
を
図
り

高
等
学
校
教
育
の
振
興
上
の
諸
問
題
を

研
究
協
議
し
、
そ
の
解
決
促
進
に
寄
与

す
る
と
と
も
に
生
徒
の
健
全
な
育
成
・

福
祉
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
六
十
七
年
間
運
営
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
東
部
・
中
部
・
西
部
の

各
圏
域
で
解
決
で
き
な
い
広
域
的
な
課

題
な
ど
を
研
究
協
議
す
る
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。
当
連
合
会
は
、
未
来
を
拓
く

子
ど
も
た
ち
の
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
、

主
体
的
に
判
断
し
、
行
動
す
る
力
や
豊

か
な
人
間
性
な
ど
の
「
生
き
る
力
」
を

育
ん
で
い
き
ま
す
。「
生
き
る
力
」
を
育

成
す
る
た
め
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
社

会
が
十
分
に
連
携
を
図
り
、
活
力
あ
る

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
鳥
取
県
教
育
委
員
会
を

始
め
と
す
る
関
係
機
関
や
諸
団
体
の
皆

様
と
の
連
携
の
も
と
推
進
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
の
夏
は
暑
い
夏
で
し
た
。
気
温

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ

ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

夏
の
甲
子
園
大
会
、
鳥
取
県
内
で
も
開

催
さ
れ
た
全
国
高
校
総
体
が
同
時
期
に

開
催
さ
れ
た
暑
い
夏
。
当
連
合
会
の
会

員
校
の
関
係
者
も
こ
れ
ら
の
大
会
に
出

場
さ
れ
ま
し
た
が
、
各
選
手
に
は
今
後

の
更
な
る
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
６
月
19
日
に
選
挙
権
年
齢
を

十
八
歳
以
上
に
引
き
下
げ
る
改
正
公

職
選
挙
法
が
施
行
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
い

７
月
10
日
に
全
国
の
高
校
三
年
生
の
一

部
が
選
挙
権
を
行
使
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
十
八
歳
と
十
九
歳
を
併
せ
る

と
二
百
四
十
万
人
の
新
た
な
有
権
者
が

誕
生
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

数
は
有
権
者
の
二
㌫
で
す
が
、
全
国
の

二
百
四
十
万
人
も
の
新
有
権
者
数
は
、
鳥

取
県
人
口
の
四
倍
を
超
え
ま
す
。
新
世

代
の
若
者
の
投
票
が
大
き
な
力
に
な
る

こ
と
は
社
会
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
各
高
校
現
場
に
お
い
て
は
、

文
部
科
学
省
の
通
知
を
受
け
、
多
く
の

学
校
で
模
擬
選
挙
や
実
践
的
な
教
育
活

動
が
積
極
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
連

合
会
に
お
い
て
も
、
歴
史
的
な
こ
の
年

に
、
高
校
生
は
も
と
よ
り
、
そ
の
保
護

鳥
取
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
長　

勢 

川 

洋 

之

（
鳥
取
県
立
鳥
取
西
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）
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「 

拓
き
ゆ
く
日
本
の
未
来 

」

者
に
も
有
権
者
意
識
を
高
め
て
い
た
だ

く
た
め
に
、「
家
族
み
ん
な
で
投
票
に
行

こ
う
　
会
話
深
ま
る
選
挙
の
日
」
と
い

う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
記
し
た
選
挙

啓
発
の
ぼ
り
旗
を
作
成
し
ま
し
た
。
総

務
省
は
、
参
院
選
に
お
け
る
十
八
歳
と

十
九
歳
の
選
挙
区
選
挙
の
投
票
率
が
46
・

78
㌫
で
あ
っ
た
と
発
表
。
全
体
の
投
票

率
54
・
70
㌫
よ
り
７
・
92
㌽
低
い
数
値

で
す
。
ち
な
み
に
鳥
取
県
内
の
十
八
歳

と
十
九
歳
の
投
票
率
は
45
・
74
㌫
と
33
・

26
㌫
に
な
り
ま
し
た
。
十
八
歳
の
投
票

率
に
着
目
す
る
と
全
国
51
・
28
㌫
に
対

し
て
鳥
取
県
は
45
・
74
㌫
と
全
国
を
５
・

54
㌽
下
回
る
結
果
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

十
八
歳
よ
り
十
九
歳
の
投
票
率
が
低
い

理
由
と
し
て
は
、
進
学
し
て
も
住
民
票

を
動
か
さ
ず
に
地
元
を
離
れ
た
者
に
お

い
て
不
在
者
投
票
制
度
が
利
用
し
づ
ら

か
っ
た
こ
と
な
ど
が
要
因
と
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。
地
元
に
残
る
者
も
県
外
に

転
出
す
る
者
も
、
国
内
外
の
社
会
の
出

来
事
に
関
心
を
持
ち
、
自
分
た
ち
の
未

来
を
選
挙
を
通
じ
て
創
り
上
げ
て
く
れ

る
こ
と
を
心
よ
り
願
い
ま
す
。

　
現
在
、
鳥
取
県
は
教
育
環
境
に
も
力

が
注
が
れ
、
教
育
現
場
で
も
優
秀
な
人

材
を
養
成
す
べ
く
様
々
な
取
り
組
み
が

実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
連
合
会
の
運

営
が
円
滑
に
図
ら
れ
る
よ
う
、
関
係
諸

機
関
の
皆
様
に
引
き
続
き
の
ご
支
援
と

ご
指
導
を
お
願
い
し
ま
し
て
結
び
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新日本海新聞社提供 －1－
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県
立
高
校
で
は
、
生
徒
の
様
々
な
課

題
に
対
応
す
る
た
め
、
心
理
や
福
祉
等

の
専
門
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

︵
１
︶
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
︵
SC
︶

��

不
登
校
や
い
じ
め
等
を

は
じ
め
と
す
る
生
徒
指
導

上
の
諸
問
題
に
つ
い
て
、

そ
の
適
切
な
対
応
及
び
未

然
防
止
の
た
め
に
、
臨
床

心
理
・
教
育
相
談
に
関
し
て
専
門
的
な

知
識
・
経
験
を
用
い
て
相
談
に
あ
た
る

た
め
の
非
常
勤
職
員
で
す
。

　
臨
床
心
理
士
、
臨
床
発
達
心
理
士
、

学
校
心
理
士
な
ど
の
資
格
を
有
す
る
方

を
、
原
則
、
週
１
回
の
勤
務
で
１
回
あ

た
り
の
勤
務
時
間
を
６
時
間
と
し
て
、

県
立
高
校
に
配
置
し
て
い
ま
す
。
平
成

24
年
度
ま
で
は
１
回
あ
た
り
の
勤
務
時

間
は
４
時
間
で
し
た
が
、
生
徒
の
抱
え

る
課
題
の
複
雑
化
や
勤
務
後
の
保
護
者

の
方
へ
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
対
応
な
ど

の
た
め
、
平
成
25
年
度
か
ら
６
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
倉
吉
東
高
校
定
時
制
及

び
米
子
東
高
校
定
時
制
に
も
新
た
に
配

置
し
、
教
育
相
談
員
を
含
め
て
全
県
立

高
校
の
全
課
程
に
配
置
し
ま
し
た
。

　
配
置
の
成
果
と
し
て
、
専
門
的
な
立

場
か
ら
生
徒
、
保
護
者
、
教
職
員
へ
の

具
体
的
な
助
言
や
専
門
機
関
の
紹
介
な

ど
を
適
宜
行
っ
て
い
た
だ
き
、
生
徒
の

心
身
の
安
定
に
繫
が
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
各
心
理
検
査
な
ど
の
結
果
の
読
み

方
や
、
気
に
な
る
生
徒
に
つ
い
て
ど
う

対
処
し
て
い
く
の
か
を
話
し
合
う
機
会

の
増
加
に
も
繫
が
っ
て
お
り
、
生
徒
指

導
の
在
り
方
に
少
し
ず
つ
変
化
が
生
じ

て
い
ま
す
。

　
そ
の
反
面
、
週
１
回
の
勤
務
の
た
め
、

相
談
予
約
が
集
中
す
る
と
十
分
な
相
談

時
間
を
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ど
の

課
題
も
あ
り
ま
す
。

︵
２
︶
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

 

︵
SSW
︶

　
い
じ
め
、
不
登
校
、
暴

力
行
為
、
児
童
虐
待
な
ど

の
生
徒
指
導
上
の
課
題
に

対
応
す
る
た
め
、
教
育
分

野
に
関
す
る
知
識
に
加
え
て
、
社
会
福

祉
等
の
専
門
的
な
知
識
や
経
験
を
用
い

て
、
家
庭
、
友
人
関
係
、
地
域
社
会
な

ど
の
生
徒
が
置
か
れ
て
い
る
環
境
に
働

き
か
け
、
福
祉
分
野
等
の
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
支
援
を
行
う
た
め

の
非
常
勤
職
員
で
す
。

　
社
会
福
祉
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
の

資
格
を
有
す
る
方
を
、
原
則
、
週
29
時

間
の
勤
務
時
間
と
し
て
、
平
成
25
年
度

に
鳥
取
緑
風
高
校
と
米
子
白
鳳
高
校
に
、

平
成
26
年
度
に
は
倉
吉
東
高
校
に
拠
点

校
方
式
で
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
生
徒
の
抱
え
る
課
題
等
が

複
雑
化
し
て
お
り
、
今
年
度
は
新
た
に

鳥
取
湖
陵
高
校
と
境
港
総
合
技
術
高
校

に
配
置
す
る
と
と
も
に
、
前
述
の
３
校

で
は
週
35
時
間
の
勤
務
時
間
と
し
ま
し

た
。
ま
た
、
私
立
高
校
か
ら
の
支
援
要

請
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。
SC
の
「
聴

く
仕
事
」
に
対
し
て
、
SSW
は
「
つ
な
ぐ

仕
事
」「
黒
子
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
配
置
の
成
果
と
し
て
、
福
祉
事
務
所
、

市
役
所
児
童
相
談
担
当
、
児
童
相
談
所
、

指
定
介
護
支
援
事
業
所
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
な
ど
、
教
職
員
に
と
っ
て
名

前
は
知
っ
て
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
機
関

で
ど
の
よ
う
な
相
談
が
可
能
か
を
具
体

的
に
知
ら
な
か
っ
た
機
関
の
支
援
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
ま
た
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
支
援
を
受
け
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。

　
そ
の
反
面
、
県
内
に
SSW
養
成
機
関
等

が
な
い
た
め
人
材
不
足
で
も
あ
り
、
今

後
ど
の
よ
う
に
養
成
す
る
の
か
な
ど
の

課
題
も
あ
り
ま
す
。

︵
３
︶
特
別
支
援
教
育
支
援
員

　
平
成
19
年
の
学
校
教
育

法
の
改
正
に
伴
い
、
高
校

に
お
け
る
特
別
支
援
教
育

の
充
実
が
図
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
本
県
高
等
学
校
に
お

け
る
発
達
障
が
い
と
診
断
さ
れ
た
生
徒

数
は
、
平
成
18
年
度
27
人
か
ら
平
成
27

年
度
２
９
１
人
と
年
々
右
肩
上
が
り
で

増
加
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
を
考
慮
し
て
、
発

達
障
が
い
を
含
む
様
々
な
障
が
い
の
あ

る
生
徒
に
対
し
て
、
日
常
生
活
上
の
介

助
や
学
習
活
動
上
の
サ
ポ
ー
ト
等
を
行

う
非
常
勤
職
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
５
校
に
配
置
さ
れ
て
お
り
、

管
理
職
、
特
別
支
援
教
育
担
当
者
、
担

任
等
と
連
携
の
う
え
、
食
事
・
更
衣
・

教
室
移
動
の
補
助
、
発
達
障
が
い
等
の

生
徒
に
対
す
る
学
習
支
援
、
健
康
・
安

全
確
保
、
周
囲
の
生
徒
へ
の
障
が
い
理

解
促
進
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

︵
４
︶
就
職
相
談
支
援
員
︵
キ
ャ
リ
ア
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
︶

　
新
規
の
求
人
開
拓
、
就

職
希
望
者
と
の
効
果
的
な

面
接
指
導
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
受
入
れ
企
業
等
と

の
連
絡
調
整
、
キ
ャ
リ
ア

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
補
助
等
を
行
う

非
常
勤
職
員
で
す
。

　
企
業
等
で
人
事
管
理
や
管
理
職
経
験

の
あ
る
方
を
ひ
と
月
17
日
配
置
し
、
生

徒
や
教
職
員
の
支
援
等
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
17
校
に
配
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
配
置
の
成
果
と
し
て
、
生
徒
の
社
会

理
解
や
自
己
理
解
が
促
進
さ
れ
、
目
的

意
識
や
積
極
性
な
ど
が
育
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
反
面
、
多
様
な
生
徒
が
在
籍
し
、

き
め
細
や
か
な
指
導
が
必
要
で
あ
っ
た

り
、
未
就
労
の
生
徒
に
対
す
る
継
続
指

導
が
必
要
で
あ
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
外
部
支
援
者
と

協
力
し
、「
チ
ー
ム
学
校
」
と

し
て
生
徒
の
皆
さ
ん
が
安
心

し
て
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

鳥
取
県
教
育
委
員
会

高

等

学

校

課

県
立
高
校
に
お
け
る
外
部
支
援
者

～
﹁
チ
ー
ム
学
校
﹂
を
目
指
し
て
～

－2－
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Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
紹
介

智
頭
農
林
高
等
学
校

１　

学
校
の
概
要

　
本
校
は
、
本
年
度
創
立
76
年
目
を
迎

え
、
地
域
産
業
の
担
い
手
や
社
会
の
発

展
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
標

と
す
る
農
林
業
を
中
心
と
し
た
専
門
高

校
で
す
。
本
年
度
よ
り
「
ふ
る
さ
と
創

造
科
」
を
立
ち
上
げ
、
智
頭
町
の
支
援

の
下
に
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
学

科
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
生
産
品

を
販
売
す
る
「
ち
の
り
ん
シ
ョ
ッ
プ
」
を

始
め
、
林
業
後
継
者
の
育
成
事
業
、
地

元
の
伝
統
産
業
で
あ
る
藍
染
技
術
の
継

承
な
ど
様
々
な
取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
。

２　

各
専
門
部
の
活
動
内
容

【
研
修
部
】

・
進
路
研
修
会
な
ど
の
企
画
・
立
案
・

運
営
等
を
通
し
て
保
護
者
の
進
路
理
解

を
深
め
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨

年
は
専
門
学
校
を
中
心
と
し
た
視
察
、

今
年
度
は
事
業
所
を
中
心
と
し
た
見
学

を
行
い
ま
し
た
。
特
に
鳥
取
自
動
車
道

智
頭
用
瀬
ト
ン
ネ
ル
工
事
現
場
で
は
、

発
破
の
瞬
間
や
掘
削
中
の
最
先
端
の
見

学
が
で
き
、
参
加
し
た
生
徒
・
保
護
者

か
ら
感
嘆
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

【
指
導
部
】

・
生
徒
が
充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
生
活
面
で
の

見
守
り
を
中
心
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
年
２
回
の
「
高
校
生
マ
ナ
ー
ア
ッ

プ
さ
わ
や
か
運
動
」
へ
の
参
加
、
ま
た

登
校
時
の
挨
拶
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
広
報
部
】

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
「
楓
が
原
」
の
編
集
・

発
行
を
年
３
回
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

中
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
様
子
や
学
校

行
事
、
進
路
情
報
な
ど
の
学
校
の
様
子

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

【
人
権
部
】

・
人
権
問
題
に
関
す
る
学
習
を
深
め
る

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
日

本
ダ
ウ
ン
症
協
会
の
方
に
来
て
い
た
だ

き
、
ダ
ウ
ン
症
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
本
部
役
員
主
催
と
し
て
、
例
年
11
月

に
行
わ
れ
て
い
る
「
農
林
業
生
き
生
き

祭
り
（
農
林
祭
）」
で
は
恒
例
の
カ
レ
ー

販
売
を
行
っ

て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
こ

れ
に
加
え
て

大
判
焼
き
も

出
品
し
、
大

盛
況
で
し
た
。

今
年
度
は
こ

の
餡
（
あ
ん
）

に
学
校
で
栽

培
し
た
農
薬
化
学
肥
料
不
使
用
の
小
豆

を
利
用
す
る
予
定
で
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員

以
外
の
会
員
の
方
も
多
く
参
加
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
子
ど
も
た
ち
が
元

気
に
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、精
い
っ

ぱ
い
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

�

（
文
責 

会
長 

綾
木
速
人
）

農林祭カレー販売

境
高
等
学
校

　
境
高
等
学
校
は
、
西
部
地
区
で
は
唯

一
の
普
通
科
単
位
制
高
校
で
す
。
本
年

度
は
、
一
学
年
５
学
級
の
今
の
学
校
規

模
と
な
っ
て
５
年
目
の
節
目
に
な
り
ま

す
。

　「
質
実
剛
健
」「
文
武
両
道
」
を
軸
に
、

「
21
世
紀
を
生
き
る
社
会
人
と
し
て
、
生

き
る
力
と
豊
か
な
人
間
性
を
育
成
す
る
」

こ
と
が
学
校
ビ
ジ
ョ
ン
で
す
。

　
境
高
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
は
、「
総
務
部
」

「
広
報
部
」｢

指
導
研
修
部｣

「
人
権
推
進

部
」
の
４
部
で
、
生
徒
、
学
校
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
７
月
１
日
に
行
な
わ
れ
た

体
育
祭
で
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー
の
取
り
組

み
で
す
。
生
徒
の
熱
中
症
防
止
対
策
と

し
て
、
総
務
部
が
中
心
と
な
っ
て
、
飲

み
物
、か
き
氷
を
提
供
し
ま
し
た
。
ま
た
、

人
権
推
進
部
は
、
毎
年
、
煎
餅
、
冷
麺

な
ど
の
販
売
を
実
施
し
て
お
り
、
収
益

金
は
微
力

な
が
ら
被

災
地
東
北

の
復
興
に

つ
な
が
れ

ば
と
願
い
、

寄
附
さ
せ
て

い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
皆
さ
ん

の
日
頃
の

行
い
が
良

い
か
ら
で

し
ょ
う
か
、
天
気
に
恵
ま
れ
て
最
高
の

体
育
祭
に
な
り
ま
し
た
。

　
次
に
学
校
規
模
が
変
わ
っ
て
５
年
の

節
目
の
年
に
硬
式
野
球
部
が
９
年
ぶ
り

８
度
目
の
甲
子
園
出
場
を
果
た
し
ま
し

た
。
生
徒
の
頑
張
り
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
を
支
え
た
指
導
者
、
保
護
者
の
見

え
な
い
力
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
境
高

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
も
、
力
の
許
す
限
り
協

力
致
し
ま
し
た
。

　
校
内
の
取
り
組
み
以
外
に
も
、
境
港

の
活
性
化
策
と
し
て
、
境
港
総
合
技
術

高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
さ
ん
と
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
を
、
毎
年
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　
他
に
も
視
野
を
広
げ
る
取
り
組
み
と

し
て
、
県
外
視
察
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
旅
行

や
、
人
権
推
進
部
が
企
画
す
る
手
話
講

座
な
ど
の
研
修
会
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
広
報
部
で
は
、
学
校
行
事
や
生

徒
の
活
躍
を
分
か
り
や
す
く
、
す
べ
て

の
保
護
者
に
お
伝
え
で
き
る
よ
う
に
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
を
年
４
回
発
行
し
た
り
、

指
導
研
修
部
で
は
、
生
徒
の
登
校
指
導

や
生
徒
と
合
同
で
学
校
周
辺
地
域
の
清

掃
の
取
り
組
み
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

※
　
　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
※

　
高
校
で
大
切
な
こ
と
は
、
親
離
れ
、

そ
し
て
子
離
れ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
中
で
、
大
人
の
階
段
を
一
歩
一
歩

踏
み
出
し
て
行
け
る
よ
う
に
見
守
る
こ

と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
、
21
世
紀
を
生

き
る
社
会
人
と
し
て
、
生
き
る
力
と
豊

か
な
人
間
性
を
育
て
る
こ
と
を
第
一
に
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
進
め
て
行
き
ま
す
。

�

（
文
責 

会
長 

佐
々
木
博
）
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本
年
度
の
定
期
総
会
は
６
月
４
日

（
土
）
鳥
取
県
立
倉
吉
体
育
文
化
会
館
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
勢
川
会
長

の
挨
拶
の
後
、
来
賓
の
県
教
育
委
員
会

足
羽
参
事
監
様
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ

き
、
続
い
て
「
主
権
者
教
育
の
取
組
に

つ
い
て
」
と
い
う
演
題
で
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
議
事
に
入
り
、
平
成
27
年

度
の
会
務
報
告
、
会
計
決
算
及
び
28
年

度
の
事
業
計
画
、
予
算
、
並
び
に
第
66

回
全
国
大
会
会
長
表
彰
に
つ
い
て
は
、
い

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
高
Ｐ
連
会
費
の
値
上
げ
に
つ

い
て
審
議
し
て
い
た
だ
き
、
原
案
ど
お

り
決
議
さ
れ
ま
し
た
。（
図
１
）

　
さ
ら
に
、
18
歳
選
挙
権
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
啓
発
用
の
ぼ
り
旗
の
作

成
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
啓
発
資
料
の

掲
載
等
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

「
一
つ
の
取
り
組
み
か
ら
、
大
き
な
活
動

へ
繋
げ
て
ほ
し
い
」
と
活
動
に
対
す
る

要
望
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。（
図
２
）

　
最
後
に
役
員
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
新
役
員
は
下
表
の
と
お
り

で
す
。

平成28年度　県立高校ＰＴＡ会長・校長名簿

所�属�校 会�長�名 校�長�名 所�属�校 会�長�名 校�長�名

鳥 取 東 稲村　潤一 尾室　真郷 倉吉総合産業 高橋　義博 藤田　光司

鳥 取 西 勢川　洋之 河田　　透 鳥取中央育英 池田　豊具 御舩　斎紀

鳥 取 商 業 岩﨑　伸一 坂林　豊人 米 子 東 山口　一樹 山根　孝正

鳥 取 工 業 下多順一郎 小宮山信行 米 子 西 岩瀧　央子 依藤　典篤

鳥 取 湖 陵 上山　弘子 谷　　輝久 米 子 谷口　弘毅 田中　　宏

青 谷 大角真一郎 大塩　　朋 米 子 南 中田　宮枝 澤田　裕二

岩 美 濵﨑　　恵 中島　靖雄 米 子 工 業 新　　恵子 友松　文嗣

八 頭 寺谷　光永 橋本代里子 境 佐々木　博 田淵　直記

智 頭 農 林 綾木　速人 濱崎　公嗣 境港総合技術 渡　　祐一 安藤　順一

倉 吉 東 入澤　孝好 河田　雅志 日 野 田邊　秀幸 永野　智之

倉 吉 西 加藤　一巳 稲毛　　靖 鳥 取 盲 山根　千歳 竹信　純一

倉 吉 農 業 梅津　博文 田中　正士 鳥 取 聾 清水　智子 三王寺孝子

平成28年度　県高Ｐ連役員

役　職 氏　名 所属校
会 長 勢川　洋之 鳥 取 西
副 会 長 髙橋　義博 倉吉総合産業

〃 山口　一樹 米 子 東
参与（校長協会長） 依藤　典篤 米 子 西
〃（�〃�東部会長） 谷　　輝久 鳥 取 湖 陵
〃（�〃�中部会長） 河田　雅志 倉 吉 東
〃（�〃�西部会長） 安藤　順一 米 子 工 業
参 与 河田　　透 鳥 取 西

〃 藤田　光司 倉吉総合産業
〃 山根　孝正 米 子 東

監 査 上山　弘子 鳥 取 湖 陵
〃 加藤　一巳 倉 吉 西
〃 渡　　祐一 日 野

中・四国高Ｐ連
代 表 役 員

勢川　洋之
（理　　事）鳥 取 西

〃 稲村　潤一 鳥 取 東
〃 岩瀧　央子 米 子 西
〃 荻原　恵子 高Ｐ連事務局

平
成
28
年
度

　

総
　
会
　
報
　
告

平成30年度高Ｐ連会費（負担金）改定のお知らせ
　現在、高Ｐ連の運営資金の一部として運営基金特別会計を取り崩
していますが、今後も現状の経費で運営を行った場合、平成33年度
には運営基金が枯渇する状況にあります。加えて、生徒数の減少に
伴う負担金の減額、消費税増税に伴う支出額の増額が想定されます。
　高Ｐ連が安定的な運営をしていくため、平成30年度から高Ｐ連会
費を次のとおり値上げすることが総会にて決議されました。

　全日制課程生徒　　１人当たり　年間４００円 → ５００円
　定時制課程生徒　　１人当たり　年間２００円 → ２５０円
　特別支援学校生徒　１人当たり　年間２００円 → ２５０円

鳥取中央育英高校

家
族
み
ん
な
で

 

投
票
に
行
こ
う

 

会
話
深
ま
る 

選
挙
の
日

家
族
み
ん
な
で

 

投
票
に
行
こ
う

 

会
話
深
ま
る 

選
挙
の
日

家
族
み
ん
な
で

 

投
票
に
行
こ
う

 

会
話
深
ま
る 

選
挙
の
日

鳥取県高等学校
ＰＴＡ連合会
鳥取県高等学校
ＰＴＡ連合会 図１

図
２　
　

啓
発
用
の
ぼ
り
旗

－4－
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1　各高等学校ＰＴＡの連絡提携				  
（１）総会						    
（２）役員会						    
（３）通知・資料提供による情報の交流、協議決定事項の推進
（４）会報の発行、各校 PTA会報の交換斡旋
（５）その他
２　県・地区ＰＴＡ活動の充実・展開
（１）研修活動の推進（県・地区高校ＰＴＡ連合会研修会、県

ＰＴＡ研究大会、県外への調査、研修）
（２）青少年非行防止運動のための協力・実践		
（３）関係団体・組織との提携活動			 
（４）その他
３　県青少年健全育成・生涯学習諸活動への積極的参加
（１）青少年育成鳥取県民会議				  
（２）人権尊重社会を実現する鳥取県研究集会		
（３）社会を明るくする運動				  
（４）生涯学習関係諸集会、大会
（５）全国高Ｐ連賠償責任補償制度への加入推進
（６）その他						    
４　県外ＰＴＡ諸事業の振興・参加			 
（１）中・四国地区高Ｐ連、全国高Ｐ連との提携およびその事業の推進
（２）中・四国地区高Ｐ連、全国高Ｐ連大会における研究発表および参加
（３）他県高Ｐ連、他地区高Ｐ連との情報交換等協力関係の維持推進
５　県内関係諸団体・組織との連携交流
（１）県高等学校長協会	
（２）県教育委員会
（３）県ＰＴＡ協議会				  
（４）その他

平成28年度　事 業 計 画 平成28年度　収支予算書	 　
収入の部
科         目 本年度�

予算額　(A)
前年度�

予算額　(B) 増減 (A)― (B)
負 担 金 4,649,000 4,715,800 △ 66,800
補 助 金 1,216,000 1,266,000 △ 50,000
前 年 度 繰 越 金 944,513 651,136 293,377
繰  入  金 2,000,000 2,000,000 0
雑 収 入 487 364 123
合 計 8,810,000 8,633,300 176,700

科         目 本年度�
予算額　(A)

前年度�
予算額　(B) 増減 (A)― (B)

会 議 費 240,000 236,000 4,000
事 業 費 2,194,000 2,312,000 △ 118,000
研 修 費 650,000 750,000 △ 100,000
地区研修活動費 810,000 810,000 0
活 動 費 88,000 88,000 0
広 報 費 621,000 639,000 △ 18,000
事 業 事 務 費 25,000 25,000 0
運 営 費 5,085,000 5,312,000 △ 227,000
人 件 費 3,264,000 3,406,000 △ 142,000
旅 費 910,000 931,000 △ 21,000
運 営 事 務 費 185,000 247,000 △ 62,000
借 用 料 190,000 175,000 15,000
通 信 運 搬 費 180,000 180,000 0
渉 外 費 30,000 30,000 0
社 会 保 険 料 306,000 323,000 △ 17,000
雑 費 20,000 20,000 0
負 担 金 325,000 323,000 2,000
租 税 公 課 等 90,000 90,000 0
備 品 費 0 0 0
退 職 積 立 金 100,000 100,000 0
日 韓 交 流 事 業 0 80,000 △ 80,000
予 備 費 776,000 180,300 595,700
合 計 8,810,000 8,633,300 176,700

（単位：円）

支出の部 （単位：円）

註）繰入金内訳･･･特別会計　1,200,000円、　団体保険手数料　800,000円

第
58
回
中
・
四
国
地
区
高
Ｐ
連
大
会

香
川
大
会
報
告

　
平
成
28
年
７
月
15
日(

金)

、
香
川
県

高
松
市
に
お
い
て
、『
発
信
！ 

Ｐ
Ｔ
Ａ
と

ふ
る
さ
と
の
ソ
コ
ヂ
カ
ラ
～
空
と
海 

オ

リ
ー
ブ
の
く
に
か
ら
～
』
を
大
会
テ
ー

マ
に
、
中
・
四
国
地
区
会
員
１
９
０
０

名
を
超
え
る
参
加
に
よ
り
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。（
本
県
か
ら
は
１
０
９
名
）

　
午
前
は
、『
違
う
か
ら
面
白
い
、
違
わ

な
い
か
ら
素
晴
ら
し
い
』
と
題
し
、
世

界
的
な
演
出
家
、
宮
本
亜
門
氏
に
よ
る

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
自
分
の
人
生
を

振
り
返
り
、
小
さ
い
頃
か
ら
歌
舞
伎
に

興
味
を
持
ち
、
仏
像
な
ど
の
日
本
文
化

に
大
き
く
魅
か
れ
て
い
た
少
年
が
、
高

校
生
の
頃
に
は
10
カ
月
の
間
「
引
き
こ

も
り
」
に
な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
ロ
ン

ド
ン
へ
渡
り
苦
労
を
し
な
が
ら
現
在

リ
ー
ダ
ー
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
ま

で
の
話
を
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が

ら
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
術
」
や
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
術
」
に
つ
い
て
自
身
の
言
葉
で

紹
介
さ
れ
、「
周
り
と
共
鳴
す
る
た
め
に
、

い
ろ
い
ろ
な
意
見

を
聞
い
た
り
、
批

判
や
ダ
メ
出
し
を

し
な
い
」
な
ど
人

間
関
係
に
重
要
な

話
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
午
後
の
研
究
協

議
で
は
三
校
の
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。『
学
校
教
育
と
Ｐ
Ｔ

Ａ
』
で
は
「
地
域
で
織
り
成
す
ふ
れ
愛

ま
つ
り
」
と
題
し
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
様
子

を
発
表
。『
進
路
指
導
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
』
で
は

「
社
会
に
求
め
ら
れ
る
人
づ
く
り
」
と
題

し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
同
窓
生
に
よ
る
模
擬
面

接
の
実
施
や
探
究
型
人
材
育
成
（
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
Ｋ
Ｔ
）
へ
の
取
り
組
み
な

ど
を
発
表
。『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
』

で
は「
被
災
地
交
流
を
通
し
て
」と
題
し
、

【
と
ら
す
と
Ｋ
】
同
好
会
が
活
動
し
て
い

る
地
域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
神

戸
・
宮
城
の
被
災
地
の
皆
さ
ん
と
の
交

流
活
動
に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
、
参
加

者
と
活
発
な
意
見
交
換
が
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
感
激
さ
せ
ら
れ
た
の
が
香
川

県
内
の
『
高
校
生
に
よ
る
発
表
』
で
す
。

琴
平
高
校
な
ぎ
な
た
部
に
よ
る
「
リ
ズ

ム
な
ぎ
な
た
」
で
は
部
員
同
士
の
信
頼

の
強
さ
を
感
じ
、
坂
出
第
一
高
校
食
物

科
料
理
研
究
部
に
よ
る
「
料
理
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
」
で
は
将
来
の
シ
ェ
フ
た
ち
が

ス
ピ
ー
ド
感
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
あ
ふ

れ
た
見
事
な
船
盛
料
理
を
作
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
最
後
に
、
全
国
大
会
二
連
覇

に
挑
戦
す
る
高
松
商
業
高
校
書
道
部
が
、

本
大
会
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
ふ
る
さ
と

を
想
う
心
を
大
き
な
用
紙
い
っ
ぱ
い
に

書
き
記
し
た
「
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」

に
会
場
の
盛
り
上
が
り
は
最
高
潮
に
達

し
ま
し
た
。

　
閉
会
式
で
は
次
期
開
催
地
の
山
口
県

へ
と
バ
ト
ン
が
渡
さ
れ
、
大
会
は
閉
幕

し
ま
し
た
。

�

（
文
責 

高
Ｐ
連
副
会
長 

山
口
一
樹
）

講演風景
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第
66
回
全
国
高
Ｐ
連
大
会

千
葉
大
会
報
告

　
平
成
28
年
８
月
25
日
（
木
）
～
26
日

（
金
）
に
千
葉
県
千
葉
市
の
幕
張
メ
ッ
セ

を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
全
国
高
Ｐ
連
会

員
約
一
万
人
の
参
加
者
で
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
鳥
取
県
か
ら
は
総
勢
70
名
の
参
加
が

あ
り
、
み
な
さ
ん
が
熱
心
に
研
修
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
大
会
の
テ
ー
マ
は
、「
再

発
見
！
愛
」
～
今
こ
そ
信
じ
よ
う
愛
の

絆
～
　
と
し
て
、「
学
校
」、「
家
庭
」、「
地

域
社
会
」
を
愛
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
優

し
さ
、
思
い
や
り
を
今
一
度
見
つ
め
直

す
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
い
う
思
い
が

こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
大
会
第
一
日
目

　
開
会
式
に
引
き
続
き
、
千
葉
敬
愛
短

期
大
学
学
長
の
明
石
要
一
氏
に
よ
る
基

調
講
演
が
あ
り
、
現
代
社
会
が
抱
え
る

危
う
さ
と
し
て
、
地
域
の
つ
な
が
り
の

崩
壊
、
子
ど
も
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
不
足
な
ど
を
訴
え
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
ぜ
ひ
、
学
校
の
風
、

家
庭
の
風
、
地
域
色
を
考
え
て
ほ
し
い

と
も
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
分
科
会
と
し
て
、
七

分
科
会
あ
り
、私
は
第
三
分
科
会
の
「
生

徒
指
導
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
」
～
再
発
見
！
愛
　

思
い
や
り
の
あ
る
「
豊
か
な
心
」
を
育

む
生
徒
指
導
～
　
に
参
加
し
て
き
ま
し

た
。
各
校
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
取
り
組
ん
で
い

る
事
例
発
表
、
意
見
交
換
が
あ
り
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
が
い
か
に
子
ど
も
た
ち
に
思

い
や
り
の
あ
る
豊
か
な
心
を
育
む
の
か
、

そ
の
た
め
に
は
保
護
者
が
積
極
的
に
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
に
参
加
し
て
、
事
業
を
理
解

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
は
な
い

か
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

助
言
者
の
方
か
ら
は
、
保
護
者
や
先
生

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
で

子
ど
も
た
ち
は
保
護
者
、
先
生
か
ら
大

切
に
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
見
て

い
る
、
そ
の
こ
と
が
生
徒
指
導
に
つ
な

が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

■
大
会
第
二
日
目

　
高
校
生
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の

　開会式の後、表彰式が執り行われ
ました。鳥取県からの受賞者（校）
は次のとおりです。長年ＰＴＡ活動
に御尽力され、素晴らしい成果をあ
げておられることが、多くの方々に
高く評価された結果と存じます。受
賞、誠におめでとうございます。

◆個人表彰
　南　雅樹 氏（前米子東高会長）
　　高Ｐ連副会長　　２年
　　地区高Ｐ連会長　２年
　　単Ｐ会長　　　　２年
　古川厚子 氏（前鳥取中央育英高会長）
　　単Ｐ会長　　　　１年
　　 〃 副会長　　　２年

◆団体表彰
　倉吉東高等学校育友会
　鳥取西高等学校ＰＴＡ

◆役員等表彰
　寺谷節男 氏（前県高Ｐ連事務局長）

平成29年度各種研究大会等の予定
○鳥取県高等学校ＰＴＡ連合会総会
　　６月　　中部地区
○中国・四国地区高等学校ＰＴＡ連合会大会
　　７月14日（金）　海峡メッセ下関
○全国高等学校ＰＴＡ連合会大会
　　８月24日（木）､ 25日（金）
　　静岡県小笠山総合運動公園エコパ
○鳥取県高等学校ＰＴＡ指導者研究大会
　　11月　　東部地区

■全国高Ｐ連会長表彰■

あ
と
、
記
念
公
演
と
し
て
、
女
優
の
市

原
悦
子
氏
が
戦
前
・
戦
後
の
生
活
、
学

生
の
頃
の
話
を
さ
れ
て
、
最
後
に
う
っ

と
り
と
す
る
よ
う
な
朗
読
が
あ
り
ま
し

た
。

　
閉
会
式
で
は
、
次
期
開
催
地
の
静
岡

県
へ
バ
ト
ン
が
渡
さ
れ
て
大
会
は
成
功

裡
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
こ
の
全
国
大
会
を
通
し
て
、
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
再
確
認
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
上
手
く
取
る
に
は
ど
う
す
れ

ば
よ
い
の
か
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
ど
の
よ
う
に
構
築
し
て
い
く
の
か
に

つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
子
ど
も
た
ち
の

自
立
を
促
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

（
文
責�

高
Ｐ
連
副
会
長�

髙
橋
義
博
）

鳥取西高等学校　「西高だより」
八頭高等学校　　「八頭高だより」

■ＰＴＡ広報紙展示■
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